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2003年8月21日
(JASDAQ:9449)

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾒﾃﾞｨｱｵﾝﾗｲﾝ株式会社

2003年度中間及び
第2四半期決算説明会
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決算説明会ｽｹｼﾞｭｰﾙ

第1部　2003年度中間及び第2四半期連結決算概要
第2部　事業別の状況

第3部　業績予想

第4部　今後の成長戦略

※このﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ資料には、2003年8月21日現在の将来に関する前提、見通し、計画等に基づく予測が含まれています。　　　　
　世界経済、競合状況、為替の変動等にかかわるﾘｽｸや天変地異などの不確定要因により実際の実績が記載の予測と大きく　　　
　異なる可能性があります。
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2003年度中間及び
第2四半期連結決算概要

【第1部】
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中間決算ハイライト

　■中間連結売上高は7,468百万円と前年に比べ26.0%増加
　　⇒ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ広告ﾒﾃﾞｨｱ事業大幅増収、ＩxＰ事業好調に推移

　　　　・ｵﾌﾟﾄｲﾝﾒｰﾙ販売が好調／(株)まぐｸﾘｯｸにおける中小代理店新規開拓による販売力の　
　　　　　　　　　　　　　強化、会員数増加による媒体力強化、3月の時期的要因

　　　　・ﾄﾞﾒｲﾝの更新も堅調に推移 (IxP事業)

　　　　・GMOﾎｽﾃｨﾝｸﾞ&ﾃｸﾉﾛｼﾞｰｽﾞ（旧株式会社アイル）の売上推移が好調

　■中間連結営業利益、経常利益はそれぞれ1,049百万円、958百万円と

前年に比べ95.7%、108.7%増の大幅増益

　　⇒上記増収に加え、関係会社の収益改善、予算管理の徹底による利益増

　■中間最終利益は394百万円と前年に比べ200.5%増加

　⇒関係会社の赤字幅の縮小により最終利益率改善

※㈱ｱｲﾙは5月1日よりGMOﾎｽﾃｨﾝｸﾞｱﾝﾄﾞﾃｸﾉﾛｼﾞｰｽﾞ(株)に商号変更いたしました。
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2003年度中間決算
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2003年6月中間期2002年12月期

ｲﾃﾞｱｷｭｰﾌﾞ(株)

(株)ﾕｰｷｬｽﾄｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽﾞ　　　

(株)ﾍﾟｲﾒﾝﾄ・ﾜﾝ

(株)まぐｸﾘｯｸ

壁紙ﾄﾞｯﾄｺﾑ(株)

(株)ﾏｸﾞﾌｫｰｽ

ｼﾞｰｴﾑｵｰﾒﾃﾞｨｱｱﾝﾄﾞｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ(株) 

ｼﾞｰｴﾑｵｰﾏｶﾞｼﾞﾝｽﾞ (株)

(株)ｲｰｽﾏｲ

(株)第一通信

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾒﾃﾞｨｱｵﾝﾗｲﾝ (株)

(株)ｱｲﾙ

会社名

40.6
100.0
（100.0）

84.6
100
（50.9）

(株)まぐｸﾘｯｸ

壁紙ﾄﾞｯﾄｺﾑ(株)

(株)ﾏｸﾞﾌｫｰｽ

GMOﾒﾃﾞｨｱｱﾝﾄﾞｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ(株) 

GMOﾏｶﾞｼﾞﾝｽﾞ (株)

(株)ｲｰｽﾏｲ

37.0
100.0
（100.0）

81.5
100
（50.9）

100.0

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ

広告ﾒﾃﾞｨｱ

I x P

事業ｾｸﾞﾒﾝﾄ

（35.0）
47.6
40.6

親会社

82.6

議決権比率(%)

ｲﾃﾞｱｷｭｰﾌﾞ (株)

(株)ﾕｰｷｬｽﾄｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽﾞ　　　　

(株)ﾍﾟｲﾒﾝﾄ・ﾜﾝ

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾒﾃﾞｨｱｵﾝﾗｲﾝ (株)

GMOﾎｽﾃｨﾝｸﾞｱﾝﾄﾞﾃｸﾉﾛｼﾞｰｽﾞ (株)(旧(株)
ｱｲﾙ)

GMOｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽﾞ(株)（旧(株)第一通信）

GMO総合研究所(株)

(株)お名前ﾄﾞｯﾄｺﾑ

会社名

（35.0）
47.6
40.6

持分法適用
関連会社

親会社

82.6

100
100

82.0
親会社

ならびに

連結子会社

議決権比率(%)分類

2003年6月中間期　連結の範囲

※ﾎﾟｲﾝﾄﾒｰﾙ事業がｼﾞｰｴﾑｵｰﾒﾃﾞｨｱｱﾝﾄﾞｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ(株)に吸収分割されたことにより、 GMOｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽﾞ(株)（旧第一通信）の事業ｾｸﾞﾒﾝﾄが今期より変更されました。

※GMO総合研究所（株）、(株)お名前ﾄﾞｯﾄｺﾑについては金額的重要性により、今期より連結子会社となりました。

（注）議決権比率の（内書）は間接所有であります。

※なお、2003年第1四半期と比較して連結の範囲に変更はありません。

※平成14年11月の商業登記規則の改正により会社商号にﾛｰﾏ字を用いることが可能となったため平成15年3月28日より各社商号中の「ｼﾞｰｴﾑｵｰ」をﾛｰﾏ字表記の「GMO」と変更してお
ります。ｼﾞｰｴﾑｵｰ総合研究所㈱→GMO総合研究所㈱、ｼﾞｰｴﾑｵｰﾒﾃﾞｨｱｱﾝﾄﾞｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ㈱→GMOﾒﾃﾞｨｱｱﾝﾄﾞｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ㈱、ｼﾞｰｴﾑｵｰﾏｶﾞｼﾞﾝｽﾞ㈱→GMOﾏｶﾞｼﾞﾝｽﾞ㈱

GMOｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽﾞ(株)（旧第一通信）が事業ｾｸﾞﾒﾝﾄを変更
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2003年度中間連結PL概要
・ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ広告ﾒﾃﾞｨｱ事業は、ｵﾌﾟﾄｲﾝﾒｰﾙｻｰﾋﾞｽ等の販売が拡大

・ｻｰﾊﾞｰ事業及びﾄﾞﾒｲﾝ事業も、引き続き好調

売上高（百万円）

営業利益（百万円）

経常利益（百万円）

純利益（百万円）

EPS（円）

2002年中間 2003年中間 前年同期比

5,925

536

459

131

4.74

7,468

1,049

958

394

14.24

26.0%増

95.7%増

108.7%増

200.5%増

200.5%増
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739

128

0
0

327
-198

0

68

543

-1

545

739

-166

1,035
345
-96

△283
-96

906

増減

14,01813,279負債・少数株主持分・資本合計

9,1749,046資本の部合計

3,311
4,432
1,909
-113
-364

3,311
4,432
1,582

85
-364

資本金

資本剰余金

利益剰余金

その他有価証券評価差額金

自己株式

＜資本の部＞

2,5402,472少数株主持分

＜少数株主持分＞

2,3031,760負債の部合計

1617固定負債

前受金の増加2,2871,742流動負債

＜負債の部＞

14,01813,279資産の部合計

5,1955,361固定資産

IxP 事業の堅調6,211
2,242

314
531
△477

5,176
1,897

410
814
△381

　　現金預金

　　売掛金

　　繰延税金資産

　　その他

　　貸倒引当金

8,8237,917流動資産

備　考2003年中間2002年中間<資産の部>
(百万円)

2003年度中間B/S（連結）
IxP事業好調による前受金の増加に伴い、現金預金が増える
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2003年度中間CF計算書
(百万円)営業CFは1,085百万円、CF合計も370百万円に

99持分法による投資損失

6,074現金等同等物の期末残高

184連結子会社の増加に伴う増加

5,519現金等同等物の期首残高

370ｷｬｯｼｭ･ﾌﾛｰ合計

-11その他増減

配当金の支払い-109配当金の支払い

-120財務活動からのｷｬｯｼｭ･ﾌﾛｰ

131その他増減

304貸付金の回収による収入

-396貸付金の実行による支出

まぐクリックによるまぐまぐ社債等の支出-494投資有価証券の取得による支出

-140無形固定資産取得による支出

-595投資活動からのｷｬｯｼｭ・ﾌﾛｰ

329その他増減

法人税等納税-186法人税等の支払額

-385売上債権の増加額

126貸倒引当金増加額

156減価償却費

946税金等調整前当期純利益

1,085営業活動からのｷｬｯｼｭ･ﾌﾛｰ
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2003年度第2四半期決算
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2003年度第2四半期連結PL概要
・ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ広告ﾒﾃﾞｨｱ事業は、ｵﾌﾟﾄｲﾝﾒｰﾙｻｰﾋﾞｽ等の販売が拡大　　　　　　　　　　

・ｻｰﾊﾞｰ事業及びﾄﾞﾒｲﾝ事業も、引き続き好調

売上高（百万円）

営業利益（百万円）

経常利益（百万円）

純利益（百万円）

EPS（円）

2002年2Q 2003年2Q 前年同期比

3,032

333

269

91

3.29

3,883

516

489

201

7.26

28.1%増

54.7%増

81.6%増

120.9%増

121.0%増
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売上高と利益率の推移（連結）

（百万円）

2003年第1四半期と比較し微減、引き続き利益率の向上に努める

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

-5%

0%

5%

10%

15%

20%

売上高 2,316 2,641 2,893 3,032 3,076 3,311 3,584 3,883

営業利益率 0.70% 1.30% 7.00% 11.00% 10.40% 9.90% 14.90% 13.30%

経常利益率 4.30% -3.30% 6.60% 8.90% 9.10% 8.10% 13.10% 12.50%

01/3Q 01/4Q 02/1Q 02/2Q 02/3Q 02/4Q 03/1Q 03/2Q



13

0

1000

2000

3000

4000

5000

合　 計 3,032 3,076 3,311 3,584 3,883

ｻｰﾊﾞｰ 1,145 1,210 1,239 1,234 1,246

ｱｸｾｽ 714 676 657 632 615

ﾄﾞﾒｲﾝ 247 171 202 278 324

IT化支援･ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ - - - 274 533

その他 3 3 9 58 28

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ広告ﾒﾃﾞｨｱ 921 1,014 1,203 1,108 1,136

02/2Q 02/3Q 02/4Q 03/1Q 03/2Q

事業別売上高推移（連結）
（百万円）

＜I x P事業＞
　・ｻｰﾊﾞｰ

　・ｱｸｾｽ

　・ﾄﾞﾒｲﾝ

　・IT化支援・ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ
　・その他

＜ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ広告ﾒﾃﾞｨｱ事業＞

　・ﾒｰﾙ広告

　・ﾒﾃﾞｨｱｺﾝﾃﾝﾂ

　・ﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟ広告

当期より、IT化支援・ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞの計上区分新設

※2002年第1四半期においてGMOｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽﾞ(株)のｾｸﾞﾒﾝﾄ変更並びにＩＴ化支援・ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞの計上項目の新設によりｻｰﾊﾞｰ事業売上げ、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ広告ﾒﾃﾞｨｱ事業
売上げの内訳に影響があり、従来通りの区分で同第１四半期の売上げを表示しますと、ｻｰﾊﾞｰ1,292百万円、ﾒﾃﾞｨｱ1,330百万円となります。
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事業別四半期売上高比率（連結）

（%）

0

20

40

60

80

100

ｻｰﾊﾞｰ 37.8 39.3 37.4 34.4 32.1

ｱｸｾｽ 23.5 22 19.8 17.6 15.8

ﾄﾞﾒｲﾝ 8.2 5.6 6.1 7.8 8.3

IT化支援･ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ - - - 7.6 13.7

その他 0.1 0.1 0.3 1.6 0.7

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ広告ﾒﾃﾞｨｱ 30.4 33 36.4 30.9 29.2

02/2Q 02/3Q 02/4Q 03/1Q 03/2Q

IT化支援・ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ事業の比率上昇
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利益及び収益力推移（連結）

（百万円）

-250

-150

-50

50

150

250

350

450

550

650

営業利益 15 33 202 333 320 329 533 516

経常利益            100 -87 189 269 281 271 468 489

純利益 10 -62 39 91 111 -34 192 201

EBITDA 100 -209 250 290 442 209 560 575

01/3Q 01/4Q 02/1Q 02/2Q 02/3Q 02/4Q 03/1Q 03/2Q

投資関連損失の計上減少により、経常利益増加
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費用推移（連結）

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

3500

4000

人件費 427 445 507 572 607 659 741 807

広告宣伝・販促費 369 586 567 576 544 586 577 640

減価償却、賃借料 234 236 252 263 261 270 286 289

外注･業務委託費 144 115 150 161 204 229 232 274

通信費 266 225 206 121 80 83 84 89

家賃 214 215 208 199 210 204 170 159

支払手数料 208 305 295 336 313 367 434 463

媒体費 106 150 66 61 91 104 97 183

貸倒引当金繰入 61 85 78 111 120 124 61 68

その他 268 242 356 293 321 351 364 390

01/3Q 01/4Q 02/1Q 02/2Q 02/3Q 02/4Q 03/1Q 03/2Q

（百万円）

新卒採用、Push型営業の強化、ｸﾞﾙｰﾌﾟ外媒体の取り扱いにより費用増加
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0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

01/3Q 01/4Q 01/1Q 02/2Q 02/3Q 02/4Q 03/1Q 03/2Q

営業利益率

人件費

広告宣伝・販促費

減価償却、賃借料

外注･業務委託費

通信費

家賃

支払手数料

媒体費

貸倒引当金繰入

その他

営業利益率と費用構成の推移（連結）
新卒採用、Push型営業の強化等により営業利益率が若干の低下

14.9%9.9%10.9%11.0%
7.0%

1.3%0.7%

13.3%
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従業員数の推移（連結）

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

500

従業員 240 253 315 321 358 370 393 434

ｱﾙﾊﾞｲﾄ 147 148 175 150 233 270 395 350

合計 387 401 490 471 591 640 788 784

01  3Q 01  4Q 02  1Q 02  2Q 02  3Q 02  4Q 03  1Q 03  2Q

（人）

※人数はそれぞれ各期末時点での人数となっております。

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ広告ﾒﾃﾞｨｱ事業における中途採用と新卒採用により、従業員数増加
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0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

-400

-200

0

200

400

600

800

1000

一人当たり売上高 6,953 8,103 7,344 7,459 6,866 6,675 6,339 6,306

一人当たり経常利益 301 -269 481 663 628 547 829 794

期中平均従業員数 333 326 394 406 448 496 565 615

01/3Q 01/4Q 02/1Q 02/2Q 02/3Q 02/4Q 03/1Q 03/2Q

（千円）（千円）

従業員1人当たり売上高・経常利益（連結）

※期中平均従業員数は社員を１人、ｱﾙﾊﾞｲﾄを0.5人で算出しております。

一人当たり売上高はほぼ横ばい



20

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

IxP事業 2,025 2,122 2,074 2,114 2,567 2,771

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ広告ﾒﾃﾞｨｱ事業 876 921 1,014 1,203 1,108 1,136

02/1Q 02/2Q 02/3Q 02/4Q 03/1Q 03/2Q

0

100

200

300

400

500

600

IxP事業 224 218 196 391 410

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ広告ﾒﾃﾞｨｱ事業 109 101 132 141 104

02/2Q 02/3Q 02/4Q 03/1Q 03/2Q

事業ｾｸﾞﾒﾝﾄ別売上高と利益推移（連結）

売上高 営業利益

両ｾｸﾞﾒﾝﾄとも売上堅調だが、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ広告ﾒﾃﾞｨｱ事業の利益はやや減少

※GMOｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽﾞ（株）が「ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ広告ﾒﾃﾞｨｱ事業」から「ＩｘＰ事業」にｾｸﾞﾒﾝﾄを移行した関係で、2003年第1四半期の「ﾒｰﾙ広告事業」の売上げの一部が「ＩｘＰ事業」に合算されております。

（百万円） （百万円）

セグメント変更による影
響

セグメント変更に
よる影響
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【第2部】

事業別の状況
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事業別の状況　売上ｻﾏﾘｰ

3,076

-12

3,088

1,014

1,014

2,074

15

－

171

1,210

676

2002.3Q

3,311

-6

3,318

1,203

1,203

2,114

15

－

202

1,239

657

2002.4Q

3,584

-90

3,675

1,108

1,108

2,567

147

274

278

1,234

632

2003.1Q

3,032

-11

3,043

921

921

2,122

15

－

247

1,145

714

2002.2Q

52その他

3,883連結売上高

-24ｾｸﾞﾒﾝﾄ間取引消去

3,908小計

1,136ｾｸﾞﾒﾝﾄ合計

1,136ﾒｰﾙ広告、ﾒﾃﾞｨｱｺﾝﾃﾝ

ﾂ、ﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟ広告

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ広告ﾒﾃﾞｨｱ

2,771ｾｸﾞﾒﾝﾄ合計

533　ＩＴ化支援・ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ

324　ﾄﾞﾒｲﾝ

1,246　ｻｰﾊﾞｰ

615　ｱｸｾｽ

IｘP

2003.2Q事業

（百万円）

※前第1四半期にGMOｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽﾞ(株)のｾｸﾞﾒﾝﾄ変更並びにＩＴ支援ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞの計上項目の新設によりｻｰﾊﾞｰ事業売上げ、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ広告ﾒﾃﾞｨｱ事業売上げの内訳に影響があります。
従来通りの区分で第1四半期の売上げを表示しますと、ｻｰﾊﾞｰ1,292百万円、ﾒﾃﾞｨｱ1,330百万円となります。
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ｻｰﾊﾞｰ事業

電子ﾒｰﾙ広告販売40.6％（株）まぐｸﾘｯｸ

不動産ｻｲﾄ運営、広告50.9％（株）ｲｰｽﾏｲ

ﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟ広告事業（壁紙）100.0％壁紙ﾄﾞｯﾄｺﾑ（株）

ﾒﾃﾞｨｱｺﾝﾃﾝﾂ事業100.0％GMOﾏｶﾞｼﾞﾝｽﾞ（株）

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄに関する情報収集100.0％GMO総合研究所(株)

ＩＴ化支援・ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ事業100.0％GMOｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽﾞ（株）

82.0％（株）お名前ﾄﾞｯﾄｺﾑ

ﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟ広告事業（ｾｶﾝﾄﾞﾌﾞﾗｳｻﾞ）47.6％ﾕｰｷｬｽﾄｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽﾞ(株)

持分法

適用会社

経

常

損
益

ｻｰﾊﾞｰ事業

（ﾚﾝﾀﾙｻｰﾊﾞｰｻｰﾋﾞｽ（ﾎｽﾃｨﾝｸﾞｻｰﾋﾞｽ））

82.6％GMOﾎｽﾃｨﾝｸﾞｱﾝﾄﾞﾃｸﾉﾛｼﾞｰｽﾞ（株）
(旧(株)ｱｲﾙ）

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ広告

ﾒﾃﾞｨｱ事業

その他ﾒﾃﾞｨｱ事業100.0％(株)ﾏｸﾞﾌｫｰｽ

ﾒｰﾙﾒﾃﾞｨｱ企画開発・運営、ｵﾌﾟﾄｲﾝﾒｰﾙ84.6％GMOﾒﾃﾞｨｱｱﾝﾄﾞｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ(株)

ＩＴ化支援･ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ事業

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ制作・運営支援事業

ﾄﾞﾒｲﾝ事業（ﾄﾞﾒｲﾝ登録ｻｰﾋﾞｽ）

ｱｸｾｽ事業（ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ接続ｻｰﾋﾞｽ）

親会社ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾒﾃﾞｨｱｵﾝﾗｲﾝ（株）

ＩxＰ事業連

結

売

上

連

結

営

業

利

益

35.0％

40.6％

ｲﾃﾞｱｷｭｰﾌﾞ(株)

ﾍﾟｲﾒﾝﾄﾜﾝ(株)

社名・出資比率

その他ﾒﾃﾞｨｱ事業

決済事業（ｸﾚｼﾞｯﾄｶｰﾄﾞ課金ｻｰﾋﾞｽ）

事業事業ｾｸﾞﾒﾝﾄ
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ｻｰﾊﾞｰ事業　売上高・契約数推移と課題

0

200

400

600

800

1000

1200

1400

0

2000

4000

6000

サーバー 967 1018 1,050 1,145 1,210 1,239 1,234 1,246

平均単価 N.A N.A 5,368 5,364 5,021 4,465 4,279 4,154

01  3Q 01  4Q 02  1Q 02  2Q 02  3Q 02  4Q 03  1Q 03 2Q

（百万円） 売上高は前年同期比8.8％の増加

（百件）

＜第2 四半期の実績＞
・他社からの乗り換え需要の獲得、

　代理店政策、Pull型ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ戦略に
　より新規契約は相変わらず順調

・中小企業やSOHO等に加え、大企業か　
　らのｱｳﾄｿｰｼﾝｸﾞ関連など顧客層開拓は
　引き続き堅調。
　

＜今後の課題＞

・販売力の更なる強化とｻｰﾋﾞｽの向上

・ｻﾎﾟｰﾄ体制整備等顧客ｻｰﾋﾞｽの更なる

　充実

・ｻｰﾋﾞｽの高付加価値化による販売単価
　の上昇

売上

0

200

400

600

800

1000

サーバー 553 617 672 728 908 934 968 1,007

01  3Q 01  4Q 02  1Q 02  2Q 02  3Q 02  4Q 03  1Q 03  2Q

第2 四半期は対前年同期比
　　　8.8％の売上増
　　　　　　　　↓

＜売上増加の要因＞　　　　 　

・ﾌﾞﾗﾝﾄﾞの浸透とBB普及による市場拡大
　が追い風

契約件数

※前期よりIT支援ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ事業の計上よりｻｰﾊﾞｰ売上げの一部が同区分に計上されております。旧区分によった場合、前四半期の売上げは1,294百万円となります。

（円）

ｸﾚｲﾌｨｯｼｭからの受託

一部売上基準変更
旧基準では1,294百万
（下記参照）

10万件突破！
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ﾚﾝﾀﾙｻｰﾊﾞｰ業界の動向
＜国内ﾚﾝﾀﾙｻｰﾊﾞｰ主要同業他社比較＞

　　　　会社名　　　　　　　　　　　　件数　 3ヶ月前との比較 　時期　
　ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾒﾃﾞｨｱｵﾝﾗｲﾝｸﾞﾙｰﾌﾟ（※） 100,749     　　(+3,868)   　　　2003.6
　ﾌｧｰｽﾄｻｰﾊﾞ 　　 　 　20,000 　 (+1,000)         　 2003.6
ｲｰｽﾄｱｰ 17,953　 　 (+ 67)              2003.6
　ｱﾄﾞﾐﾗﾙｼｽﾃﾑ 　　　　　　　 10,642       　 (+ 75)    　　　2003.6

※弊社数字にはｸﾚｲﾌｨｯｼｭ社からの運用受託約8,784件を含む。他社数字に関してはﾌﾟﾚｽﾘﾘｰｽなどから抜粋。

＜中小企業におけるｻｰﾊﾞｰの運用形態＞

39.6

3.832.2

2

15.1

7.3

ﾎｽﾃｨﾝｸﾞ(ﾚﾝﾀﾙ）ｻｰﾋﾞｽを利用

ﾊｳｼﾞﾝｸﾞｻｰﾋﾞｽを利用

自社設備内で管理

その他

ｻｰﾊﾞｰがない

無回答

・ｲﾝﾀｰﾈｯﾄを利用している

　中小企業の約4割がﾚﾝﾀﾙ
　ｻｰﾊﾞｰを利用

・中小企業層での顧客開拓

　が潜在需要の大きさから重要

出典；総務省「情報ｾｷｭﾘﾃｨィ対策の状況調査」（2002年9月）

36.8

3.241.5

2.1

11.4

5

WWWｻｰﾊﾞｰ ﾒｰﾙｻｰﾊﾞｰ
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ｱｸｾｽ事業

電子ﾒｰﾙ広告販売40.6％（株）まぐｸﾘｯｸ

不動産ｻｲﾄ運営、広告50.9％（株）ｲｰｽﾏｲ

ﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟ広告事業（壁紙）100.0％壁紙ﾄﾞｯﾄｺﾑ（株）

ﾒﾃﾞｨｱｺﾝﾃﾝﾂ事業100.0％GMOﾏｶﾞｼﾞﾝｽﾞ（株）

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄに関する情報収集100.0％GMO総合研究所(株)

ＩＴ化支援・ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ事業100.0％GMOｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽﾞ（株）

82.0％（株）お名前ﾄﾞｯﾄｺﾑ

ﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟ広告事業（ｾｶﾝﾄﾞﾌﾞﾗｳｻﾞ）47.6％ﾕｰｷｬｽﾄｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽﾞ(株)

持分法

適用会社

経

常

損
益

ｻｰﾊﾞｰ事業

（ﾚﾝﾀﾙｻｰﾊﾞｰｻｰﾋﾞｽ（ﾎｽﾃｨﾝｸﾞｻｰﾋﾞｽ））

82.6％GMOﾎｽﾃｨﾝｸﾞｱﾝﾄﾞﾃｸﾉﾛｼﾞｰｽﾞ（株）
（ 旧（株）ｱｲﾙ）

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ広告

ﾒﾃﾞｨｱ事業

その他ﾒﾃﾞｨｱ事業100.0％(株)ﾏｸﾞﾌｫｰｽ

ﾒｰﾙﾒﾃﾞｨｱ企画開発・運営、ｵﾌﾟﾄｲﾝﾒｰﾙ84.6％GMOﾒﾃﾞｨｱｱﾝﾄﾞｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ(株)

ＩＴ化支援･ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ事業

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ制作・運営支援事業

ﾄﾞﾒｲﾝ事業（ﾄﾞﾒｲﾝ登録ｻｰﾋﾞｽ）

ｱｸｾｽ事業（ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ接続ｻｰﾋﾞｽ）

親会社ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾒﾃﾞｨｱｵﾝﾗｲﾝ（株）

ＩxＰ事業連

結

売

上

連

結

営

業

利

益

35.0％

40.6％

ｲﾃﾞｱｷｭｰﾌﾞ(株)

ﾍﾟｲﾒﾝﾄﾜﾝ(株)

社名・出資比率

その他ﾒﾃﾞｨｱ事業

決済事業（ｸﾚｼﾞｯﾄｶｰﾄﾞ課金ｻｰﾋﾞｽ）

事業事業ｾｸﾞﾒﾝﾄ
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ｱｸｾｽ事業　売上高・会員数推移と課題

0

200

400

600

800

1000

1200

0

500

1000

1500

2000

2500

アクセス 879 834 753 714 676 657 632 615

平均単価 N.A N.A 2,048 1,945 1,856 1,823 1,774 1,740

01 3Q 01 4Q 02 1Q 02 2Q 02 3Q 02 4Q 03 1Q 03 2Q

（百万円）
平均単価に下げ止まり感が見え始める

第2四半期は対前年同期比13.6％の減収

＜売上減少の要因＞　　　　　　　　　　　　　　　　

・ﾌﾞﾛｰﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞ普及によるﾀﾞｲﾔﾙｱｯﾌﾟ接続需要の低下
・ﾌﾞﾛｰﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞ価格競争の激化

＜第2 四半期の実績＞
・interQ MEMBERS/ﾌﾚｯﾂ対応IP電話ｻｰﾋﾞｽ開始
・interQ MEMBERS/NTTﾄﾞｺﾓのFree Dｻｰﾋﾞｽ開始
・BB plus / ﾌﾚｯﾂ対応IP電話ｻｰﾋﾞｽ開始
・BB plus / NTTﾄﾞｺﾓのFree Dｻｰﾋﾞｽ開始
・BB plus / ﾄﾞﾒｲﾝﾒｰﾙ・Webｻｰﾋﾞｽ開始　
　

＜今後の課題＞

・interQ MEMBERSのｻｰﾋﾞｽ内容充実による差別　
　化で、新規会員の獲得→ｵﾝﾘｰﾜﾝ戦略の強化
・低価格ADSLおよびFTTH対応ﾌﾟﾗﾝを開始し、
　高まるﾌﾞﾛｰﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞのﾆｰｽﾞに応え、新規集客の
　強化を行う
　→7/30より2,180円のADSLﾌﾟﾗﾝ対応開始済み
　→3Q中に低価格のFTTHﾌﾟﾗﾝ対応開始予定
・ BB plusにおいて口座振替支払い方法を導入 、
　法人顧客獲得を促進、顧客層を拡大する

（人）

売上

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

アクセス 122,336 121,983 122,553 121,986 121,076 119,720 118,409 117,463

01  3Q 01  4Q 02  1Q 02  2Q 02  3Q 02  4Q 03  1Q 03  2Q

会員数

（円）



28

ﾄﾞﾒｲﾝ事業

電子ﾒｰﾙ広告販売40.6％（株）まぐｸﾘｯｸ

不動産ｻｲﾄ運営、広告50.9％（株）ｲｰｽﾏｲ

ﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟ広告事業（壁紙）100.0％壁紙ﾄﾞｯﾄｺﾑ（株）

ﾒﾃﾞｨｱｺﾝﾃﾝﾂ事業100.0％GMOﾏｶﾞｼﾞﾝｽﾞ（株）

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄに関する情報収集100.0％GMO総合研究所(株)

ＩＴ化支援・ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ事業100.0％GMOｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽﾞ（株）

82.0％（株）お名前ﾄﾞｯﾄｺﾑ

ﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟ広告事業（ｾｶﾝﾄﾞﾌﾞﾗｳｻﾞ）47.6％ﾕｰｷｬｽﾄｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽﾞ(株)

持分法

適用会社

経

常

損
益

ｻｰﾊﾞｰ事業

（ﾚﾝﾀﾙｻｰﾊﾞｰｻｰﾋﾞｽ（ﾎｽﾃｨﾝｸﾞｻｰﾋﾞｽ））

82.6％GMOﾎｽﾃｨﾝｸﾞｱﾝﾄﾞﾃｸﾉﾛｼﾞｰｽﾞ（株）
（旧（株）ｱｲﾙ）

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ広告

ﾒﾃﾞｨｱ事業

その他ﾒﾃﾞｨｱ事業100.0％(株)ﾏｸﾞﾌｫｰｽ

ﾒｰﾙﾒﾃﾞｨｱ企画開発・運営、ｵﾌﾟﾄｲﾝﾒｰﾙ84.6％GMOﾒﾃﾞｨｱｱﾝﾄﾞｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ(株)

ＩＴ化支援･ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ事業

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ制作・運営支援事業

ﾄﾞﾒｲﾝ事業（ﾄﾞﾒｲﾝ登録ｻｰﾋﾞｽ）

ｱｸｾｽ事業（ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ接続ｻｰﾋﾞｽ）

親会社ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾒﾃﾞｨｱｵﾝﾗｲﾝ（株）

ＩxＰ事業連

結

売

上

連

結

営

業

利

益

35.0％

40.6％

ｲﾃﾞｱｷｭｰﾌﾞ(株)

ﾍﾟｲﾒﾝﾄﾜﾝ(株)

社名・出資比率

その他ﾒﾃﾞｨｱ事業

決済事業（ｸﾚｼﾞｯﾄｶｰﾄﾞ課金ｻｰﾋﾞｽ）

事業事業ｾｸﾞﾒﾝﾄ
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ﾄﾞﾒｲﾝ事業　売上高・登録数推移と課題

0

50

100

150

200

250

300

350

0

2000

4000

6000

8000

10000

ドメイン 161 217 207 247 171 202 278 324

平均単価 N.A N.A 7,108 6,240 8,582 6,569 8,778 8,343

01 3Q 01 4Q 02 1Q 02 2Q 02 3Q 02 4Q 03 1Q 03 2Q

（百万円）

（千件）

第2四半期は対前年同期比
30.9％の増収　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　↓

＜売上増加の要因＞　

・更新時期のきめの細かい案内により
更新需要が旺盛

・Pull型ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞの効果により新規　
　登録も堅調

＜第2 四半期の実績＞
・「DION」会員向けにﾀﾞｲﾅﾐｯｸDNS
ｻｰﾋﾞｽを提供開始
・新規広告媒体の開拓
　　

＜今後の課題＞
・Pull型販売以外の販路の開拓（代理
　店等）による新需要の掘り起こし　　　
・ｻｰﾊﾞｰ商材との相乗効果による顧　　
　客の囲い込み　　　　　　　　　　　　　　
・新ﾄﾞﾒｲﾝの提供

売上

220

230

240

250

260

270

280

290

300

15

20

25

30

35

40

45

管理累計数 N.A N.A 243 254 261 277 287 284

登録+更新数 18 28 29 39 20 30 31 39

(※)登録累計数 225 249 270 291 305 328 346 365

01 3Q 01 4Q 02 1Q 02 2Q 02 3Q 02 4Q 03 1Q 03 2Q

ﾄﾞﾒｲﾝ登録

（千件）

注）前期よりﾄﾞﾒｲﾝ数を登録累計数でなく管理累計数でｸﾞﾗﾌ表示。尚、管理累計数とは、有効なﾄﾞﾒｲﾝの登録数の意。

更新需要中心に売上堅調

日本語.comの削除件数
による一時的要因
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460

470

480

490

500

510

520

530

JPﾄﾞﾒｲﾝ登録数 482 493 502 516 519

02/2Ｑ 02/3Ｑ 02/4Ｑ 03/1Ｑ 03/2Ｑ

JPﾄﾞﾒｲﾝ登録数（累計）の推移（※）

（※） JPRS社発表資料参考に当社にて作成。

（千件）

ﾄﾞﾒｲﾝ業界の動向

JPﾄﾞﾒｲﾝの登録数
⇒519,653件（3ヶ月間で3,116件増加）　　　　　　　
＜内訳＞

●属性及び地域型（「co.jp」「ne.jp」）⇒299,667件
●汎用（「.jp」、「日本語.jp」 ）⇒219,986件
＜JPRS社調べ＞

＜汎用 JPﾄﾞﾒｲﾝ名登録ｻｰﾋﾞｽ指定事業者ﾗﾝｷﾝｸﾞ＞

第1位　お名前.com　／　ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾒﾃﾞｨｱｵﾝﾗｲﾝ

第2位　ＯＣＮ　／　ＮＴＴｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽﾞ

第3位　ﾄﾞﾒｲﾝﾈｰﾑ・ﾌｫｰ・ﾕｰ　／　ﾋｭｰﾒｲｱﾚｼﾞｽﾄﾘ

第12位　ｱｲﾙ　／　GMO ﾎｽﾃｨﾝｸﾞｱﾝﾄﾞﾃｸﾉﾛｼﾞｰ

＜2003年8月4日現在　JPRS社調べ＞

JPﾄﾞﾒｲﾝ需要が順調に拡大、「お名前.com」は指定事業者ﾗﾝｷﾝｸﾞ1位

■ﾄﾞﾒｲﾝ取得の内訳（弊社調査）

・法人　39%
・SOHO系通販　13%
・SOHO系商店　10%　
・商店街、組合、協会など　9%
・医療法人　3%
・弁護士、司法書士、政治家など　3%
・宗教法人　3%
・芸能人など　1%  
・個人趣味　19% 　　　

※弊社ﾕｰｻﾞｰからを100ﾄﾞﾒｲﾝを無作為抽出

約８０％が

ビジネスユーザー！
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IT化支援・ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ事業、ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ制作・運営支援事業

電子ﾒｰﾙ広告販売40.6％（株）まぐｸﾘｯｸ

不動産ｻｲﾄ運営、広告50.9％（株）ｲｰｽﾏｲ

ﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟ広告事業（壁紙）100.0％壁紙ﾄﾞｯﾄｺﾑ（株）

ﾒﾃﾞｨｱｺﾝﾃﾝﾂ事業100.0％GMOﾏｶﾞｼﾞﾝｽﾞ（株）

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄに関する情報収集100.0％GMO総合研究所(株)

ＩＴ化支援・ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ事業100.0％GMOｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽﾞ（株）

82.0％（株）お名前ﾄﾞｯﾄｺﾑ

ﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟ広告事業（ｾｶﾝﾄﾞﾌﾞﾗｳｻﾞ）47.6％ﾕｰｷｬｽﾄｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽﾞ(株)

持分法

適用会社

経

常

損
益

ｻｰﾊﾞｰ事業

（ﾚﾝﾀﾙｻｰﾊﾞｰｻｰﾋﾞｽ（ﾎｽﾃｨﾝｸﾞｻｰﾋﾞｽ））

82.6％GMOﾎｽﾃｨﾝｸﾞｱﾝﾄﾞﾃｸﾉﾛｼﾞｰｽﾞ（株）
（旧（株）ｱｲﾙ）

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ広告

ﾒﾃﾞｨｱ事業

その他ﾒﾃﾞｨｱ事業100.0％(株)ﾏｸﾞﾌｫｰｽ

ﾒｰﾙﾒﾃﾞｨｱ企画開発・運営、ｵﾌﾟﾄｲﾝﾒｰﾙ84.6％GMOﾒﾃﾞｨｱｱﾝﾄﾞｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ(株)

ＩＴ化支援･ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ事業

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ制作・運営支援事業

ﾄﾞﾒｲﾝ事業（ﾄﾞﾒｲﾝ登録ｻｰﾋﾞｽ）

ｱｸｾｽ事業（ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ接続ｻｰﾋﾞｽ）

親会社ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾒﾃﾞｨｱｵﾝﾗｲﾝ（株）

ＩxＰ事業連

結

売

上

連

結

営

業

利

益

35.0％

40.6％

ｲﾃﾞｱｷｭｰﾌﾞ(株)

ﾍﾟｲﾒﾝﾄﾜﾝ(株)

社名・出資比率

その他ﾒﾃﾞｨｱ事業

決済事業（ｸﾚｼﾞｯﾄｶｰﾄﾞ課金ｻｰﾋﾞｽ）

事業事業ｾｸﾞﾒﾝﾄ
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IT化支援・ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ事業　実績と課題（1）
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ制作・運営支援事業＆ｴﾝﾀｰﾌﾟﾗｲｽﾞ向けｿﾘｭｰｼｮﾝ営業・・・GMO

■確実に需要を開拓

大口顧客開拓の為に、自社営業におけるﾏｰｹﾃ
ｨﾝｸﾞ成功事例をﾏﾆｭｱﾙ化＆理論化

　　　　　→ SAIDCAS理論

■第2四半期の実績

売上77百万円
SAIDCAS理論に基づくWebﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄｻｰ
ﾋﾞｽの開始

SEOｻｰﾋﾞｽの顧客別ﾌﾟﾗﾝ提供開始　　

■今後の課題

ﾄﾞﾒｲﾝやｻｰﾊﾞｰ他商材とのｼﾅｼﾞｰ効果によ
り売上を向上

新製品のﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ等のﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ案件に
も注力

顧客にあわせたｿﾘｭｰｼｮﾝ提供
http://www.omakaseweb.com/
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SAIDCASSAIDCAS理論の導入理論の導入
～独自の経験則、ﾉｳﾊｳに基づいた新たな営業手法～～独自の経験則、ﾉｳﾊｳに基づいた新たな営業手法～

　　SAIDCAS理論；GMOｸﾞﾙｰﾌﾟ内に蓄積されているPULL型営業の成功ﾉｳﾊｳを理論化　　　
　　　　　　　　　　　　したもの。これに基づいたPUSH型ｿﾘｭｰｼｮﾝ営業手法を現在、ﾋﾞｼﾞﾈｽ
　　　　　　　　　　　　ﾓﾃﾞﾙ特許として出願中。

営業手法の要に位置付け、
大手顧客開拓を目指す！

http://consulting.gmo.jp/
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IT化支援・ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ事業　実績と課題（2）
SOHO・中小企業向けｿﾘｭｰｼｮﾝ営業・・・GMOｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽﾞ

■SOHO・中小企業向けPUSH営業
見込客DB構築のためにﾈｯﾄﾜｰｸ機器営
業を実施・直販営業部隊の構築に集中、
ＩＴ化支援の見込客62,000法人を獲得

■第2四半期の実績

売上409百万円
新潜在顧客DB作成の継続
営業ｽﾀｯﾌ95名
ｺｰﾙｾﾝﾀｰｽﾀｯﾌ150名

　　

■今後の課題

ﾜﾝｽﾄｯﾌﾟｿﾘｭｰｼｮﾝを実現することに
より顧客満足度の向上を追及して
いく

http://www.kantanpack.jp/

http://www.gmo-com.jp/
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ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ広告ﾒﾃﾞｨｱ事業

電子ﾒｰﾙ広告販売40.6％（株）まぐｸﾘｯｸ

不動産ｻｲﾄ運営、広告50.9％（株）ｲｰｽﾏｲ

ﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟ広告事業（壁紙）100.0％壁紙ﾄﾞｯﾄｺﾑ（株）

ﾒﾃﾞｨｱｺﾝﾃﾝﾂ事業100.0％GMOﾏｶﾞｼﾞﾝｽﾞ（株）

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄに関する情報収集100.0％GMO総合研究所(株)

ＩＴ化支援・ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ事業100.0％GMOｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽﾞ（株）

82.0％（株）お名前ﾄﾞｯﾄｺﾑ

ﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟ広告事業（ｾｶﾝﾄﾞﾌﾞﾗｳｻﾞ）47.6％ﾕｰｷｬｽﾄｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽﾞ(株)

持分法

適用会社

経

常

損
益

ｻｰﾊﾞｰ事業

（ﾚﾝﾀﾙｻｰﾊﾞｰｻｰﾋﾞｽ（ﾎｽﾃｨﾝｸﾞｻｰﾋﾞｽ））

82.6％GMOﾎｽﾃｨﾝｸﾞｱﾝﾄﾞﾃｸﾉﾛｼﾞｰｽﾞ（株）
（旧（株）ｱｲﾙ）

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ広告

ﾒﾃﾞｨｱ事業

その他ﾒﾃﾞｨｱ事業100.0％(株)ﾏｸﾞﾌｫｰｽ

ﾒｰﾙﾒﾃﾞｨｱ企画開発・運営、ｵﾌﾟﾄｲﾝﾒｰﾙ84.6％GMOﾒﾃﾞｨｱｱﾝﾄﾞｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ(株)

ＩＴ化支援･ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ事業

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ制作支援事業

ﾄﾞﾒｲﾝ事業（ﾄﾞﾒｲﾝ登録ｻｰﾋﾞｽ）

ｱｸｾｽ事業（ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ接続ｻｰﾋﾞｽ）

親会社ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾒﾃﾞｨｱｵﾝﾗｲﾝ（株）

ＩxＰ事業連

結

売

上

連

結

営

業

利

益

35.0％

40.6％

ｲﾃﾞｱｷｭｰﾌﾞ(株)

ﾍﾟｲﾒﾝﾄﾜﾝ(株)

社名・出資比率

その他ﾒﾃﾞｨｱ事業

決済事業（ｸﾚｼﾞｯﾄｶｰﾄﾞ課金ｻｰﾋﾞｽ）

事業事業ｾｸﾞﾒﾝﾄ
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-400

-200

0

200

400

600

800

1000

1200

1400

売上高 397 832 876 921 1,014 1,203 1,108 1,136

営業利益 -242 23 58 109 101 133 141 104

01 3Q 01 4Q 02 1Q 02 2Q 02 3Q 02 4Q 03 1Q 03 2Q

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ広告ﾒﾃﾞｨｱ事業　売上高・利益推移と課題
（百万円）

※01年度の売上・営業利益は内部相殺前のメディア関連法人の単純合計数値

四半期売上・営業利益

※01年度の売上・営業利益は内部相殺前のメディア関連法人の単純合計数値

（百万円）

-1000

0

1000

2000

3000

4000

5000

売上高 0 0 0 1,857 4,014

営業利益 0 0 0 -312 401

1998 1999 2000 2001 2002

年間売上・営業利益

ｲﾝﾌｫﾒｰﾙ買収

ﾎﾟｲﾝﾄﾒｰﾙ買収

ふくびき.comｽﾀｰﾄ
ﾒｰﾙｲﾝ買収

セグメント変更

＜営業利益の減少要因＞
　　

・ﾓﾊﾞｲﾙ商材の撤退
・季節要因（3月好調の反動）
・専業代理店の検索ｷｰﾜｰﾄﾞ広告ｼﾌﾄ

＜今後の課題＞
　　

・ｵﾌﾟﾄｲﾝﾒｰﾙｻｰﾋﾞｽの競争力強化
・営業の強化
・赤字子会社の黒字化

＜2003年2Q実績＞

売上：横ばい、営業利益：減少
ﾓﾊﾞｲﾙ商材の撤退などによりｵﾌﾟﾄｲﾝ
系広告売上の減少を、ﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟ広告
やEC事業等で補った。　　　　　　
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ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ広告ﾒﾃﾞｨｱ事業の状況
■ 2003年第2四半期の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　ﾓﾊﾞｲﾙｵﾌﾟﾄｲﾝﾒｰﾙ商材の撤退等によりｵﾌﾟﾄｲﾝﾒｰﾙ広告売上が減少　　　

　ｵﾌﾟﾄｲﾝﾒｰﾙ

　ﾒｰﾙﾏｶﾞｼﾞﾝ

壁紙

My Pop

ﾒｰﾙ広告

ﾃﾞｽｸﾄﾂﾌﾟ広告

■ 2003年第3四半期の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　会員獲得を中心に媒体力の強化、営業の強化及び、赤字子会社の黒字化に注力　　

ﾒｰﾙ広告

ﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟ広告

ｵﾌﾟﾄｲﾝﾒｰﾙ

ﾒｰﾙﾏｶﾞｼﾞﾝ

壁紙

My Pop

前クオーターと同様、会員獲得に注力。売上急拡大により、収支改善傾向が継続。

　　　

タイアップ型商品等、新商品を投入。モバイル減少分をカバーし、売上全体としてはほぼ横ばい。

モバイルサービスの好調により売上微増。大手サイトとの提携準備を推進。

大手サイトとの提携がスタート予定。クオータリー黒字化が目標。

引き続き会員獲得に最注力。当クオーター中に、単月ＦＣプラス化が目標。

会員獲得を中心に媒体力強化に注力。

セグメント型、リッチ型、タイアップ型商品等の投入による需要の開拓に注力。

①モバイル商材の撤退②季節要因③専業代理店の検索ｷｰﾜｰﾄﾞ広告シフトの影響により減少。
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ｵﾌﾟﾄｲﾝﾒｰﾙｻｰﾋﾞｽ　会員数・売上推移

会員数

売　上

GMOグループオプトインメールｻｰﾋﾞｽ（ﾒｰﾙｲﾝ、ふくびきcom、ﾎﾟｲﾝﾄﾒｰﾙ）の総会員数・総売上の推移

・売上は代理店手数料差し引き前のグロス表記 　 ・数字はメルマガ、Webなどの売上を除いた、オプトインメール商材のみの数値

0

100

200

300

400

500

0

100

200

300

400

500

600

700

800

会員数（万人） 251 274 322 349 370 362

売上（百万円） 477 502 516 608 698 570

02　1Ｑ 02　2Ｑ 02　3Ｑ 02　4Ｑ 03　1Ｑ 03　2Ｑ

ﾓﾊﾞｲﾙ商材の撤退（ﾓﾊﾞｲﾙ会員－22万人）により減少　 ※ＰＣ会員は＋14万人

①モバイル商材の撤退②季節要因（3月の反動）③専業代理店の検索ｷｰﾜｰﾄﾞ広告シフトにより減少
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ｵﾌﾟﾄｲﾝﾒｰﾙｻｰﾋﾞｽ　配信数・単価の状況

配信数

配信単価

GMOグループオプトインメールｻｰﾋﾞｽ（メールイン、ふくびきcom、ポイントメール）の総配信通数・配信単価の推移

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

90,000

0

2

4

6

8

10

12

配信数（千通） 41,883 54,137 61,592 69,130 75,413 80,471

配信単価（円） 11.4 9.3 8.6 9 9.3 7.1

02　1Ｑ 02　2Ｑ 02　3Ｑ 02　4Ｑ 03　1Ｑ 03　2Ｑ

・数字はﾒﾙﾏﾞｶ、Webなどの売上を除いた、ｵﾌﾟﾄｲﾝﾒｰﾙｻｰﾋﾞｽのみの数値

ＧＷ特別商品、配信数増量キャンペーン等の投入により増加

低単価の上記キャンペーン型商品の投入により、結果として単価が下落

（千通） （円）
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ｵﾌﾟﾄｲﾝﾒｰﾙｻｰﾋﾞｽ　営業の状況

受注件数

平均受注金額

専業代理店の検索ｷｰﾜｰﾄﾞ広告商材（Google・Overture））へのシフト、及びモバイル商材の撤退により減少

（株）まぐクリック
四半期販売先数

GMOグループオプトインメールｻｰﾋﾞｽ（ﾒｰﾙｲﾝ、ふくびきcom、ﾎﾟｲﾝﾄﾒｰﾙ）

の総受注件数・平均受注金額の推移

（株）まぐクリック販売先（代理店数）の推移
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まぐｸﾘｯｸ取引代理店数（件） 50 89 107 146 156 156

02 1Q 02 2Q 02 3Q 02 4Q 03 1Q 03 2Q

・数字はメルマガ、Webなどの売上を除いた、ｵﾌﾟﾄｲﾝﾒｰﾙｻｰﾋﾞｽのみの数値
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受注件数（件） 1,309 1,471 1,626 1,854 2,175 1,893

平均受注金額（千円） 365 342 319 328 320 301

02　1Ｑ 02　2Ｑ 02　3Ｑ 02　4Ｑ 03　1Ｑ 03　2Ｑ

低単価のキャンペーン型商品のリリースにより減少

・四半期販売先（代理店）数＝四半期で一度でも取引があった代理店件数

（千円）（件）（件）

季節要因等で横ばい
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ＥＣ事業　実績と課題
GMOﾒｰﾙﾒﾃﾞｨｱ会員の価値最大化をﾃｰﾏにEC事業をｽﾀｰﾄ

0

10 ,000

20 ,000

30 ,000

40 ,000

50 ,000

60 ,000

70 ,000

    15年  4月     15年  5月     15年  6月     15年  7月

（単位：千円） EC売上-月次推移

■順調な立ち上がり

2003年4月より計画通りｽﾀｰﾄし、
順調な立ち上がり。当Qより部門PL   
は単月黒字化し、足元単月で第2四
半期の売上を超える勢いで成長中。

■今後の課題

My Needsﾌﾞﾗﾝﾄﾞの確立（ｻｲﾄの刷
新等）商品ｱｲﾃﾑの拡充OEM戦略
の推進

■第2四半期の実績

売上4,875万円
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【第３部】

業績予想
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207＋260.3%750純利益

1,011＋82.9%1,850経常利益

12,313＋30.7%16,100　売上高　

　　2002年度　　
通期実績

前年比2003年度
通期予想

2003年度通期連結業績予想
単位；百万円
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【第４部】

今後の成長戦略
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【その【その00】】

　　GGMOMOの収益構造の変化と法人の分析の収益構造の変化と法人の分析
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GMOGMOの顧客層の変遷の顧客層の変遷

～売上比率は大きく法人顧客へｼﾌﾄ～～売上比率は大きく法人顧客へｼﾌﾄ～

法人
20%

個人
80% 法人

83%

個人
17%

＜1999年2Q＞ ＜2003年2Q＞

注）個人顧客からの売上=ｱｸｾｽ事業の売上＋ﾄﾞﾒｲﾝ事業の売上の28%と定義して算出



47

Micro Business
4,979,989事業所(従業員10未満)

Small Business (Lower)
641,952事業所(従業員10以上)

Small Business(Upper)
455,896事業所(従業員20以上)

Middle Organization
49,660社(従業員100以上)

Large Organization
3,148社(従業員1000以上)

※1.総務省統計平成13年度民営事業所数及びECリサーチ調べによる法人数

※2.弊社による推計

法人の数

日本国内のﾏｰｹｯﾄ（日本国内のﾏｰｹｯﾄ（11））
～～ITIT化の進展は大企業から中小、化の進展は大企業から中小、SOHOSOHOへ～へ～

全事業所(※1)

＝約610万

全法人(※1)

＝約300万

ﾄﾞﾒｲﾝ取得済み法人(※2)

＝約80万弱（.jp＋.com）

(※1)
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Micro Business
4,979,989事業所(従業員10未満)

Small Business (Lower)
641,952事業所(従業員10以上)

Small Business(Upper)
455,896事業所(従業員20以上)

Middle Organization
49,660社(従業員100以上)

Large Organization
3,148社(従業員1000以上)

＜法人の数＞

外注運用 自社
運用

現在の
GMOの
顧客層

日本国内のﾏｰｹｯﾄ（日本国内のﾏｰｹｯﾄ（22））
～～ITIT化の進展は大企業から中小、化の進展は大企業から中小、SOHOSOHOへ～へ～

市場
の拡大

■成長するための必要な条件

1.外注の拡大・・・自社運用しているところ
　　　　　　　　　　　からの外注請負いを増やす

2.市場の拡大・・・顧客の掘り下げを行う

外注の拡大
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【その【その11】】

　　IIxxPP（（ｲﾝﾀｰﾈｯﾄｲﾝﾌﾗ関連）事業の成長戦略ｲﾝﾀｰﾈｯﾄｲﾝﾌﾗ関連）事業の成長戦略
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IIxxPP（（ｲﾝﾀｰﾈｯﾄｲﾝﾌﾗ関連）事業の成長戦略ｲﾝﾀｰﾈｯﾄｲﾝﾌﾗ関連）事業の成長戦略

～～ ﾜﾝｽﾄｯﾌﾟとﾜﾝｽﾄｯﾌﾟとPushPush型営業型営業 ～～

■ I x P（ｲﾝﾀｰﾈｯﾄｲﾝﾌﾗ関連）事業の成長ｷｰﾜｰﾄﾞ

１．商材戦略における「ﾜﾝｽﾄｯﾌﾟｿﾘｭｰｼｮﾝ」の提供

２．販売戦略における「Push型営業」の強化
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PullPull型営業に型営業にPushPush型営業を加えて型営業を加えて

商材戦略

販売戦略

単品提供 ﾜﾝｽﾄｯﾌﾟ提供

Pull
(広告による顧客獲得)
通販型

Push
(営業ﾏﾝによる顧客獲得)
訪問型
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.com　.jp　.co.jp
ドメイン取得

クレジット
カード決済

ﾒｰﾙ広告

インターネットの
ことなら

登録約登録約365,000365,000件件

ご利用約ご利用約100,000100,000社社

ﾕｰｻﾞｰﾕｰｻﾞｰ116,000116,000人人

ｵﾌﾟﾄｲﾝﾒｰﾙ

ﾕｰｻﾞｰﾕｰｻﾞｰ3,3,７７00,00000,000人人

ﾕｰｻﾞｰﾕｰｻﾞｰ
6,000,0006,000,000人人

　販売
マーケット
プレイス

レンタルサーバー
ホスティング

プロバイダー
LAN構築

企業のインターネットソリューションをワンストップで提供企業のインターネットソリューションをワンストップで提供

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ作
成

集客
メール広告
デスクトップ広告

ﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟ広告

セキュリティ
電子証明書・SSL
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直販（直販（PushPush））営業体制の整備営業体制の整備

下期（7月）よりGMOｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽﾞにて、直販（Push）営業を本格
稼動するため、その体制作りに取り組んでおります。　
　　　　　　

1．見込客DBの作成
　⇒ﾈｯﾄﾜｰｸ商材営業で約62,000法人獲得、訪問の際ＩＴ利用度
（ﾄﾞﾒｲﾝ保有・ｻｰﾊﾞｰ利用の有無、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ接続形態等）を調査
ＤＢ化営業ｽﾀｯﾌ数（6月末現在）
　⇒営業ｽﾀｯﾌ　95名
　⇒ｺｰﾙｾﾝﾀｰｽﾀｯﾌ　150名

2.　「ｲﾝﾀｰﾈｯﾄのことならＧＭＯ」のﾌﾞﾗﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ

3． 9199宣言 quick response2003　の徹底



54

【その【その22】】

　　　ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ広告ﾒﾃﾞｨｱ事業の成長戦略ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ広告ﾒﾃﾞｨｱ事業の成長戦略
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Yahoo,MSNYahoo,MSNなどﾎﾟｰﾀﾙとの競合を避け、ﾒｰﾗｰ内とﾃﾞｽｸﾄﾂﾌﾟに集中などﾎﾟｰﾀﾙとの競合を避け、ﾒｰﾗｰ内とﾃﾞｽｸﾄﾂﾌﾟに集中

　ﾒｰﾙﾒﾃﾞｨｱ　ﾒｰﾙﾒﾃﾞｨｱ

　・オプトインメール
　・メルマガ
　・メーリングリスト

ﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟﾒﾃﾞｨｱﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟﾒﾃﾞｨｱ

　　・壁紙　　・my pop

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ広告ﾒﾃﾞｨｱ部門の基本戦略ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ広告ﾒﾃﾞｨｱ部門の基本戦略(1)(1)
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①①

広告事業広告事業

EEｺﾏｰｽ事業ｺﾏｰｽ事業

手数料事業手数料事業

課金事業課金事業

②②

①　規模（会員数）の拡大：ｺﾝｼｭｰﾏｰ会員資産を更に横に伸ばす①　規模（会員数）の拡大：ｺﾝｼｭｰﾏｰ会員資産を更に横に伸ばす

②　ﾛｲﾔﾙｶｽﾀﾏｰ育成：ｺﾝｼｭｰﾏｰを対象にした、収入形態の異なるﾋﾞｼﾞﾈｽ②　ﾛｲﾔﾙｶｽﾀﾏｰ育成：ｺﾝｼｭｰﾏｰを対象にした、収入形態の異なるﾋﾞｼﾞﾈｽ 展開を行う事展開を行う事

により、により、11会員あたり価値の極大化と安定化を目指す会員あたり価値の極大化と安定化を目指す

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ広告ﾒﾃﾞｨｱ部門の基本戦略ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ広告ﾒﾃﾞｨｱ部門の基本戦略(2)(2)
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【その【その33】】

第第33の成長戦略（事業領域の拡充の成長戦略（事業領域の拡充））
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セキュリティ事業について
日本ジオトラスト株式会社営業開始

■ほぼ計画通りのｽﾀｰﾄ

顧客属性に関して、全体の
約７割がSOHO及び個人

■第2四半期の実績
営業開始（5月17日）

■今後の課題

ﾌﾞﾗﾝﾄﾞｲﾒｰｼﾞの確立

海外（ｱｼﾞｱ圏向け）ﾋﾞｼﾞﾈｽの
推進

http://www.geotrust.co.jp/
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ｲﾝﾀｰﾈｯﾄﾅﾝﾊﾞｰ社への資本参加予定ｲﾝﾀｰﾈｯﾄﾅﾝﾊﾞｰ社への資本参加予定

ﾌﾞﾗｳｻﾞ入力域に英数字の長いURLを入力をせずに『数字』の
みで様々なﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞへ簡単にｱｸｾｽできるｼｽﾃﾑ。既に1,100の
企業・団体・個人様によって取得・活用され、ﾊﾟｿｺﾝを始め、
DoCoMo、EZweb、J-SKY等ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ対応携帯電話や、Lﾓｰﾄﾞ
にも対応。また、『au』、『TU-KA』及び『J-ﾌｫﾝ（ﾎﾞｰﾀﾞﾌｫﾝ）』の公
式ｻｲﾄ全てにｲﾝﾀｰﾈｯﾄﾅﾝﾊﾞｰが付番されており、1,000万のﾒﾃﾞｨ
ｱ利用番号が15社80誌（2002年実績）で利用。

【ｲﾝﾀｰﾈｯﾄﾅﾝﾊﾞｰとは】

　GMOｸﾞﾙｰﾌﾟのﾄﾞﾒｲﾝ登録実績約30万件（国内のﾄﾞﾒｲﾝ市場の
約40%相当、当社調べ）の経験とﾉｳﾊｳを活かし、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄﾅﾝﾊﾞ
ｰの普及に努めます。普及第一弾としては、ﾄﾞﾒｲﾝとｲﾝﾀｰﾈｯﾄﾅﾝ
ﾊﾞｰのｻｰﾋﾞｽを組み合わせ、ﾄﾞﾒｲﾝを登録した法人に対して、そ
の法人の代表電話番号と同じｲﾝﾀｰﾈｯﾄﾅﾝﾊﾞｰを無料で付与い
たします。URL欄にﾄﾞﾒｲﾝもしくは電話番号を入力する事でﾎｰﾑ
ﾍﾟｰｼﾞが呼び出せる利便性が高いｻｰﾋﾞｽとなります。

【今後の展開】

※資本参加については、10月を目途にｲﾝﾀｰﾈｯﾄﾅﾝﾊﾞｰ社の普通株式を第三者割当増資に
て引受け、連結子会社化の予定。

電話番号が
ｱﾄﾞﾚｽに！

【結果】
・URL入力の手間を省くことによる、ﾕｰｻﾞｰの拡大
・ﾄﾞﾒｲﾝ事業の差別化

http://www.gmo.jp/
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すべての人にインターネット

ありがとうございました。
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